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初
夏
の
夜 

揺
れ
る
光
に 

誘
わ
れ
て 

主
事 

輪の会日吉支部の皆さんで「美子の三味線ドンパ」 

初参加 つつじ会の皆さんの大正琴

「OYAJI 建材バンド」 

六
月
二
日
・
三
日
、
日
吉
夢
産
地
で
「
日
吉
さ
つ
き
祭
り
」
が
開

催
さ
れ
、
日
吉
盆
栽
会
の
皆
さ
ん
が
丹
精
し
て
育
て
た
約
八
十
鉢

の
さ
つ
き
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
花
苗
等
の
販
売
も
あ
り
、
観
光

客
や
愛
好
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

 ４月２８日（土）日吉夢産地イベント広場でグ

リーンフェスティバルが開催されました。日吉

小児童による武左衛門太鼓の演奏や聴き応

えのある歌謡ショーに皆さん堪能されていた

ようです。また特設テントでは、特産品のキジ

料理、きねつき餅実演、加工研究グループに

よる料理等、美味しいものが盛りだくさんでし

た。一希を起こす会のスペースではたくさん

の子どもたちが楽しんでいたようです。 
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四
月
二
十
一
日
（
土
）
勝
山
城
址
周
辺
の
ミ
ニ
四
国
八
十

八
ヶ
所
で
、
日
吉
霊
場
巡
り
が
開
催
さ
れ
地
区
内
外
か
ら
の

参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

 
 

～
ミ
ニ
四
国
八
十
八
ヶ
所
日
吉
霊
場
創
設
の
概
要
～ 

 

こ
の
霊
場
は
、
上
鍵
山
の
林
シ
ズ
エ
さ
ん
か
ら
、
先
祖

伝
来
の
秘
仏
、
観
世
音
菩
薩
・
弘
法
大
師
像
・
不
動
明
王
像

の
寄
贈
が
あ
っ
た
の
を
機
会
に
ミ
ニ
四
国
八
十
八
ヶ
所
日
吉

霊
場
創
設
を
発
起
し
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

 

折
り
し
も
、
父
野
川
下
、
高
城
家
か
ら
は
、
由
緒
あ
る
弘

法
大
師
像
の
寄
贈
が
あ
り
同
時
に
御
堂
建
立
用
地
、
及
び
、

自
家
の
裏
山
の
私
有
地
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ち
ょ
っ
と
画
像
が
悪
く
て
分
か
り 

に
く
い
の
で
す
が
、
右
の
写
真
の
中 

央
の
植
物
は
何
で
し
ょ
う
？ 

実
は
山
こ
ん
に
ゃ
く
の
花
で
す
。 

四
～
五
年
に
一
度
開
花
す
る
そ
う 

で
す
。
戸
祇
山
登
山
中
、
林
道
わ
き 

に
咲
い
て
い
る
の
を
ス
タ
ッ
フ
が
見 

つ
け
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
が
で
き 

ま
し
た
。 

  

  

 

 

 

 

五
月
十
二
日
（
土
）
日
吉
住
民
セ
ン
タ
ー
及
び
明
星
ヶ

丘
施
設
で
、
西
南
四
国
歴
史
文
化
研
究
会
鬼
北
支
部
の

研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
愛
媛
県
生
涯
学
習
推
進
講

師
の
上
田
吉
春
氏
に
よ
る
日
吉
地
区
の
歴
史
や
済
世
救

民
武
左
衛
門
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
、
町
内
外
か
ら
参

加
さ
れ
た
約
五
十
名
の
皆
さ
ん
が
、
上
田
さ
ん
の
説
明

に
聞
き
入
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

下鍵山の町並みについて説明される上田氏（中央）

心
の
ふ
る
さ
と
を
求
め
て
・
・
・ 

ミ
ニ
四
国
八
十
八
ヶ
所
日
吉
霊
場 

同
志
の
方
々
の
労

働
奉
仕
に
よ
っ
て
巡

回
道
が
整
備
さ
れ
、

多
数
の
賛
同
者
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
浄
財
に

よ
っ
て
八
十
八
体
の

石
仏
と
結
願
寺
に
相

当
す
る
御
堂
建
立
も

果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

こ
の
霊
場
は
、
本
四

国
八
十
八
ヶ
所
霊
場

と
高
野
山
・
奥
の
院

の
「
お
砂
」
を
戴
い
て
敷
設
し
て
あ 

り
ま
す
か
ら
、
ご
先
祖
の
成
仏
を 

念
じ
な
が
ら
お
砂
踏
み
の
で
き
る 

霊
場
巡
り
と
い
う
点
で
近
隣
に
は 

類
の
な
い
名
所
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

日
吉
村
誌
よ
り
引
用 
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 ５月２２日（火）日吉農村広場で第

３回日吉公民館長杯クロッケー大会

が開催されました。 

結果は次のとおり。 

順位 チーム名 勝敗 

１位 春秋会 ５勝２敗１分 

２位 日向谷 ５勝３敗 

３位 白菊会 ４勝４敗 

４位 下鍵山 ３勝５敗 

５位 上大野 ２勝５敗１分 

 ５月２０日（日）日吉農村広場で第１３

回日吉ペタンク協会長杯ペタンク大会

が開催されました。さわやかな五月晴

れの下、高知県佐川町、今治市大三

島町など地区内外から参加した１００

人を超える選手の皆さんが、日頃鍛え

た技を競い合いました。激戦を勝ち抜

いて優勝したのは地元チームの「日吉

あんちゃん」でした。 

 ６月４日（月）第３回日吉公民館レクバレーナイ

ターリーグ戦が農林業者トレーニングセンターで

開幕しました。今年は、三島、好藤地区を中心

に５チームの参加があり、全１０チームのリーグ

ム

戦となりました。白熱した戦いの中に珍プレーも

あり、選手間の交流・親睦も深まっているようで

す。リーグ戦の結果については次号で掲載しま

す。 
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 ５月２７日（日）五月晴れの中、平成１９年度

第１回わんぱくスクールが開催され、３年～５

年生の元気なわんぱくたちが戸祇山登山に

挑戦しました。黄砂がひどく、見晴らしがいま

いちだったのが残念です。 

 夜間・休日等、急患で日吉診療所へ連絡す

る場合は、これまでどおり ４４－２２５０ へ 

電話をしてください。電話の対応は警備会社

のセコムですが、折り返し看護師等が電話を

しますので、用件をお伝えください。 

△ 今年の梅雨明けは、ラニーニャ現象（エル

ニ―ニョの逆の現象を指し、ペルー沖から太

平洋の中央部まで、赤道近くの海面の水温が

平年に比べて、半年から１年半ほど低いまま

になることをいう）の影響で早くなる可能性が

あるそうです。そうなると心配なのが水不足。

早くも取水制限を実施している自治体もある

みたいです。「まずはコップ１杯から」一人ひと

りが節水に心がけましょう。 

△住民センターの改修工事が完了しました。

空調設備については新しいものにやりかえた

ので、暑い時期冷房が効かなくなるような事も

なくなりましたが、エネルギー節約のためにも

適温で使用し、消し忘れに注意しましょう。 

 ６月１７日（日）Ｂ＆Ｇ海洋センター・市越池

でカヌー教室を開催しました。最初のうちは

まっすぐ進まず苦戦しましたが、こつをつか

んでからは、気持ちよく乗りこなしていました。
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みんなで食べる 

お弁当はおいしいよ！ 


